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朽木 FS の活動へとつながり、椋川は FS の活動拠点の一つとなった。 
 




























表 1 椋川の人口と耕地面積の推移 




1880 69 343 57 512 
1919 75 415   
1924 68 393   
1932 60 358 60.6 512.8 
1960 (1930 年代と大きな変化はなし) 
2009 31 62 17  

















刈った。田んぼの面積は、今では 17 町歩までに減少したが、1960 年代頃までは 60 町歩ほどあった
という（表１）。毎年、田んぼ一反あたり 400 束のホトラが必要だったとの記録にもとづけば、一年
に椋川全体で 24 万束のホトラを集める必要があったことになる（黒田 2007）。山によって、よいホ
トラがたくさんとれるところと、そうでないところがあったようで、当時のホトラヤマの面積ははっ
きりとはしないが、図 2 から判断しても、100 町歩あまりはあったのではないかと推計される。図２




































 写真 2 改修・整備された「おっきん椋川交流





年で 8 回目を迎えた。「おっきん！椋川」は毎年 11 月に開かれる交流イベントで、椋川の産物や家庭
の手作り品などが軒先に並び、周辺市町村や京都、大阪、東京などから人々が訪れている（写真１）。




























代的なユイの中心に栗田邸が位置することになります」（2007 年 6 月 27 日） 
 






写真 4 林道残土の斜面にカヤを移植 
（写真撮影：今北哲也、2009 年） 
 
写真 3 椋川で試みられた火入れ  
(写真撮影：黒田末壽、2007 年 4月 12日) 




























































































写真 9 お借りした田んぼで田植えの準備 
（写真撮影：島上） 
 













ンドネシアの村にも同様の感覚がある（島上 2007: 50-53）。 
2006 年 9 月には、１泊 2 日と短期間ではあったが、インドネシアの中スラウェシから来日した 5





















椋川が主たる活動サイトとなった。2009 年 9 月
には、上記 5 カ国から 30 名あまりのフェローが
琵琶湖に集い、２週間、コミュニティに根ざした
                                                   







































6 名の方々に集まっていただき、話を伺った。皆さんほぼ同世代で、昭和 10 年（1935 年）前後に生













































































「夏の土用にはいると、ホトラ刈りしたんや。8 月の 1 日頃からやな」 
 
「ホトラは女も男も刈りにいったの。一週間ほど乾かすと、ものすごう軽うなるんや。






























































図 3: ホトラヤマと田んぼの一年 
［聞き描き・イラスト］岩井友子 
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